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１． 日本人移住地訪問記（１） 

：コロニア・オキナワとコロニ

ア・サンファンを訪ねて 

風景写真家 松井 章 

１． 日本人移住地を訪問するきっかけ 

ボリビアには２つの日本人移住地があ

ります。サンタクルス州のコロニア・オ

キナワとコロニア・サンファンです。こ

の２つの移住地（コロニア）は、戦後に

集団移住した人々に建設されました。 

 

日本人移住地という存在を知るにつれ、

もし写真家として撮影するとしたら、そ

こに大切な意味があるのではないだろう

か。現代日本がすでに失った日本人の面

影をボリビアの日本人移住地に感じ取れ

るかもしれないとも直感しました。 

 

写真1－1 アマゾンを開墾する：苦難の道と希望の道 

 

ボリビアの日系社会はペルーやブラジル

の日系社会とは異なる歴史を持っていま

す。そして、日本ではそのボリビア日系

社会について、なぜかほとんど知られて

いないことに、私なりに疑問を感じまし

た。日本人の同胞が、南米の大地に根ざ

していることは、日本の私たちを勇気づ

ける大きな存在です。それを知ってもら

うことはとても意義があると思うからで

す。 

 

「写真」を通して、ボリビア日系社会を

少しでも紹介することができないものだ

ろうか。もちろん、私自身の世界観を広

げることができるかもしれない、という

好奇心が大きく後押ししました。 

 

インターネットで調べても、わずかな情

報しか得られないなか、日本ボリビア協

会の会報誌「カントゥータ」から渡邊英

樹氏の著作『ボリビア開拓記外伝』を知

りました。しかし、この本の入手は困難

で日本ボリビア協会に連絡して、事務局

の細萱恵子理事から渡邊英樹氏を直接ご

紹介いただきました。著者ご本人様とお

目に掛り、入植当時のお話などを伺いな

がら、貴重な情報をご提供いただけたの

は、とても幸運なことでした。 

 

軽快な筆致の著作を通して、約７０年前

に始まる開拓の困難と、それでも失われ

ない未来志向な歩みにすっかりと魅せら

れました。この土地に暮らす人たちを知

り、できれば写真に撮りたいと思いまし

た。 

 

２．日本人のボリビアへの移民の歴史 

日本人移住地を知るためには、まずボリ

ビアへの移民の歴史を知ることは大切で

す。今年は「日本人ボリビア移住１２５

周年」と「コロニア・オキナワ入植７０

周年」でもあります。最初の日本人のボ
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リビアへの移民は、コロニア・オキナワ

やコロニア・サンファンへの移住から遡

ること、さらに約５５年前の１８９９年

（明治３２年）でした。 

 

ペルーからアンデス山脈を越えてやって

来た人びとが、ボリビアでのまさに最初

の日本人です。当時、日本から多くの移

民がペルーに来ました。しかし、移住先

での過酷な生活に苦しむ人も多く、言わ

ば逃亡するような形で隣国のボリビアへ

再移住を試みたものです。 

 

写真1－2 サトウキビを運ぶトラックが行き交うオキナ 

ワ移住地 

第一次大戦前、世界的なゴム需要に合わ

せて、ボリビア北東部のアマゾンにある

リベラルタには、空前の天然ゴム景気が

到来していました。最盛期にはリベラル

タに移住した日本人の総数は約８００人

にのぼり、彼らはゴム採集の労働をして

いました。 

 

その後、天然ゴム景気の終焉と共に、日

本人移民の中にはアマゾンを離れて、ラ

パス等の都市圏にも住み、商店やクリー

ニング業などを生業とする人々が現れま

す。この時代の日本人移民がボリビアに

定住した最初の日系人として、その地歩

を固めました。第二次大戦後の集団移住

も、その日系人たちが敗戦で困窮する日

本人を救う目的で呼びかけたことで始ま

ります。 

 

写真1－3 日本米や果樹の生産、養鶏で栄えるサンフア 

ン移住地 

 

３．コロニアの人たちとの出会い 

ボリビアの日本人移住の歴史を学ぶなか

で、ナタリア・サラサール駐日ボリビア

臨時大使がコロニア・オキナワとコロニ

ア・サンフアンから来日している３人の

若者を招き、お話をする場を用意してく

れました。彼らの話を聞くことで、日本

人移住地の今の姿を想像できました。た

とえば、８月に盆踊りが開催されること

などを聞くと、ボリビアに息づく日本の

文化とはどのようなものか興味はさらに

大きくなりました。 
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写真1－4 サトウキビの種まき（オキナワ移住地） 

そして、若者たちの一人である仁田原晃

美さんにお願いして、地元の方を紹介し

ていただきました。サンタクルスの黒岩

幸一さん、サンファンの池田潤平さんで

す。お二人と直に連絡をすることで、い

よいよボリビア取材の最初の一歩が始ま

りました。 

 

この取材準備の時には、日本ボリビア協

会の椿秀洋会長と事務局の吉田憲司理事

にお会いしてボリビアの貴重な情報をい

ただいたことも一つの重要な転機です。

在サンタクルス領事事務所の岡本弘領事

を紹介されて、当地では温かく応援して

いただきました。 

 

写真1－5 大きな空と畑を耕すトラクター（サンフアン

移住地） 

 

ボリビアの撮影を決めてから、色々な方

とお話を重ねて半年ほどが経つ頃に、よ

うやくボリビアへの出発となりました。 

＜つづく＞ 

 

編集部からのお知らせ  

【オリジナル・フレーム切手】 

「日本・ボリビア外交関係樹立 110周年 

及び日本人のボリビア移住 125周年」 

記念切手の販売 

本稿の著者である松井章氏の撮影したボリビ 

アの写真が日本・ボリビア外交関係樹立110 

周年及び日本人のボリビア移住125周年を記 

念する切手となって販売されました。 

8月に開催した松井章氏の写真展「ボリビア 

を知ろう」に来場された柘植外務副大臣のご 

示唆により、ボリビアへの友情の印として、 

緊急発行されることになりました。 

※2024年9月17日（火）16時から、「郵便 

局のネットショップ」にて販売されます。 

郵便局では販売されません。 

※現在在庫なしとなっております。 

フレーム切手１シート1500円 

 

※郵便局ネットショップ 

https://www.post.japanpost.jp/kitte_ha

gaki/stamp/frame/detail.php?id=31

11 

※また外務省のHPでもご紹介いただいてい

ます。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/la_c/sa/ 

bo/pageit_000001_01061.html 

 

https://www.post.japanpost.jp/kitte_hagaki/stamp/frame/detail.php?id=3111
https://www.post.japanpost.jp/kitte_hagaki/stamp/frame/detail.php?id=3111
https://www.post.japanpost.jp/kitte_hagaki/stamp/frame/detail.php?id=3111
https://www.mofa.go.jp/mofaj/la_c/sa/
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２．初のアフリカ大陸・・タン

ザニア滞在記 （その５） 
一般社団法人日本ボリビア協会 

常務理事 上崎 雅也 

１．再度、中国の話に戻る 

私が出向していた産業貿易投資省   

Ministry of Industry, Trade & Investment  -

MITIを始め、多くの官庁は、2018年6月の

マグフリ大統領（当時）からのあまりに

突然の憲法上の首都ドドマ市への官庁移

転指令により、入居する建物の建設が間

に合わず(建設計画すらなかったはずだ)、

写真の国立ドドマ大学学生寮の空いたス

ペースを借用していた。   

写真2-1  事務所に転用された大学寮 

 

ドドマ大学は、殆どすべて中国の援助

で設立された（中国の支援がなければ大

学の設立にも至らなかったであろう）の

で全面的に中国企業が建設した。トイレ

も中国式（日本の昔の厚生省式トイレが

水洗式になっているだけ）であった。 

トイレや洗面台の設備にも中国メーカ

ーのロゴが記載してある。まあ、将来の

拡大を念頭に学生数以上に建物を建てた

ことでタンザニア政府としては、随分あ

りがたかったであろうと想像する。中国

から見れば、戦略通りで、必ず孔子学院

を設置し、相当数の中国語教員を送り込

んできている。当時米国では、中国政府

の宣伝機関であり閉鎖させるべきだとの

批判が相次ぎ、世界各地で閉鎖に追い込

まれたが、ドドマ大学ではその後どうな

ったのか気になるところだ。因みに、孔

子学院の中国語教員は、絶対に現地の言

語を身に着けてはいけない規則らしい。

徹底している。 

写真2－2事務所にしていた学生寮の部屋 

 

大統領からの移転指示の有無に関わら

ず、着任当初から私のデスクが確保出来

るのか心配だったが、ある副局長から空

いた小さなデスクを提供してもらった。

写真中央左の大きな木製机が副局長のデ

スクで右後方の壁に作り付けのものが私

のデスクである。左側にも同様のデスク

があり副局長のプリンターが置かれてい

るが、そもそも学性二人が寝泊まりする

為に設計された部屋なのだ。椅子の背も

たれに掲げてある日の丸は、退職前に勤

めていた会社の同期から預かったもので

「お国の仕事」ゆえ、頑張れ、とのあり

がたい激励である。残念ながらこの旗を

しっかりと掲げられるスペースがなくて

写真撮影時だけこうして掲げさせてもら

った。デスクは幅が狭くて、私の大きめ



ASOCIACIÓN NIPPON-BOLIVIA 
 

5 

 

のプリンターを置けないので、結局自宅

で使っていた。それもあって、打合せの

無い日は、事務所に行かず、自宅で執務

していた。 

忘れてはいけない。MITIのある職員は

私がJICAから派遣されたと知って「中国人

ですか？」と聞いてきた。日本政府と中

国政府の区別がつかないのだ。違う国だ

と説明したが、あまり意に介さず「何れ

にせよどちらも経済協力してくれる大切

な友人です。」と返ってきた。中国人と

間違えられるのを嫌がる人が多いが、政

府職員でも、日本と中国についての認識

は、こんな程度だ。 

私もMITI事務所の廊下で、タンザニア

人職員から「ニイハオ」と笑顔で挨拶さ

れることが多かった。中国から派遣され

た援助関係者ともすれ違う。中国は、援

助をすべて中国企業だけに任せるから地

元にお金が落ちないといった批判が、ア

フリカ各国にある様でタンザニアでもそ

ういった批判は、耳にするが、一方でそ

れに劣らず、中国に感謝している人もい

る。あまり日本は、否定的見方ばかりし

ない方が良いように思う。 

実際、先述の「孔子学院」の教育効果

は、著しいものがあったと言って過言で

はなく、学生食堂では、よく現地の学生

から中国語で話しかけられた。中国語の

運用能力も高く、中国人の先生と数分間

会話を続ける学生も散見された。日本か

らは、残念ながらJICAが派遣する青年海外

協力隊員が一人日本語講師として週に数

コマの授業を持っているだけであった。

残念だが、日本語を学ぶ学生と中国語を

学ぶ学生とでは、数の上でも質の上でも

相当の差があったように思う。 

カントゥータ第53号掲載の（その2）で

も触れた通り、私が滞在した当時、中国

は、ダルエスサラーム港の北側バガモヨ

に新港を建設してアフリカ東岸の発展に

大きな役割を果たそうとしていた。中国

政府が推し進める一帯一路政策の中でも

大きな位置を占める重要案件なのだが、

2019年以降、タンザニア政府との協議が

うまく行っておらず、大きな進展は、し

ていない模様だ。 

図2－1 バガモヨ港完成予想図(2019年当時に発表され

たもの) 

 

現在は、一帯一路政策全体が足踏みし

ている状況の様だが、同じスケールのプ

ロジェクトを支援できる国は、中国以外

になかなかないだろう。いつ動き出すか

検討が付かないが、中国とは、適度な距

離でうまく付き合い、日本企業がビジネ

スに結び付け得るチャンスがあれば良い

と私は、思っている。ただ、その為には

日本も相当厚かましく彼らの横に割って

入るぐらいの覚悟も必要だ。 

 

２．だけど中国だけじゃない 

私がタンザニアに勤務していた当時、
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経済面で大きく注目を集めていたのが東

アフリカにおけるライバル国であるエチ

オピアや、既にケニアで運行を開始して

いた新幹線と同じレール幅（1.4ｍ超）の

標準軌鉄道(Standard Gauge Railway-SGR)の

話題であったる。東アフリカ諸国では、

英国の植民地時代に明治時代の日本と同

様、幅約１ｍの狭軌鉄道が敷かれたが、

何れの国でも適切なメンテナンスが出来

ず老朽化が激しくなり、現在各国とも刷

新の段階に入っている。タンザニアでも

これまではダルエスサラームを起点とす

る老朽化した狭軌の鉄道が主力であった

が2024年6月14日からいよいよSGRが営業

を開始した。 

次の写真は、韓国から購入した車両で

ある。駅舎も非常に未来的で斬新なデザ

インで設計されている。残念ながら南米

大陸は、巨大なアンデス山脈が鉄道建設

への大きな壁となる上、将来大きな人口

増も望めそうにないので、この種プロジ

ェクトは、現実的とは、考えにくい様に

筆者には、感じられる。ただ、今後、ア

フリカの成長をどう南米諸国が取り入れ

ることが出来るかを検討することは、重

要だろう。 

 

写真2－3  開通したSGR車両外観（タンザニア鉄道のチ

ケット予約サイトから拝借） 

 

写真2－4 車両内部（写真2－3と同様） 

 

写真2－5  新設されたSGR鉄道ドドマ駅 

 

そのような状況下、多くのアフリカ諸

国が中国の援助を受けて鉄道を建設して

いるが、まずエチオピアで東海岸のジブ

チからアディスアベバの759㎞の区間に

SGRが建設され2016年10月から運航を開始

している。ただ、電力不足で十分な電力

供給を得られず、予定通りの運行が出来

ず収入も乏しいため、2023年12月からエチ

オピア政府は、債務の返済を停止する事

態となり、事業の継続を危ぶむ声も出て

いる。 

ケニアではナイロビ－モンバサ間490㎞

に中国の経済協力でSGRが建設された。こ

ちらは、中国側のプランによると2030年に

は、ウガンダの首都カンパラへの延伸が

計画されている。債務の返済が国家財政
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の大きな負担になっており、ケニア政府

は債務の罠に堕ちたとの批判を受けてい

る為か、中国政府が事業のオーナーシッ

プに自ら参画することも要求している様

だ。さて、タンザニアは、6月14日に運行

を開始したとはいえ、果たして継続する

だけの資金力や人材力があるのだろうか

… 非常に大きな課題だ。 

第１段階のダルエスサラーム－モロゴ

ロ間300㎞の建設資金12億米ドルは、中国

ではなくトルコの輸出信用銀行から借り

入れ、建設はトルコとポルトガルのコン

ソーシアムが実施した。6月14日に運行を

開始した。300㎞を90分で走るとのこと。

旅客、貨物輸送とも順調に進むことを祈

りたい。 

タンザニアでは、更にこの路線のドド

マへの延伸、更にはヴィクトリア湖畔の

ムワンザ、隣国ザンビアやコンゴ民主共

和国に繋がる路線計画も検討されている

らしく、当然ながら中国の援助も予定さ

れているようだ。債務の罠を案じる声も

あるが、それは、1980‐1990年代にかけて

世界銀行、国際通貨基金（IMF）他、地域

別の国際開発銀行、更には西側先進国の

民間銀行などから多額の借金をして、首

が回らなくなったのは一部のアジア、ア

フリカ、中南米諸国も経験してきたこと

で、私には、その事実に最早、誰も触れ

ようとしないのは、おかしな話だと思え

る。ボリビアとて対外債務の返済問題に

ついては、随分苦しんだ過去がある。 

ただ、然様な懸念とは、裏腹にアフリカ

の物理的な経済発展は、確実に進んでい

る。 

 

３．民族と奴隷制度 

話題が変わって、16世紀、17世紀当時の 

「異民族間の遭遇」を想像してみたい。

まだ旧世界の欧州人たちとアフリカやア

メリカ大陸の先住民が遭遇した時にお互

いにどんな第一印象を持っただろうか。

この外見や文化・伝統の違いが偏見を呼

んで、絶えることのない差別を生んでい

るのは、確かだ。 

アフリカに住み始めてみて、肌や髪の

色、体格など外見が大きく異なるこの人

たちの心からの優しさや、親切に接して

みて、すぐに感じるのは、アフリカの居

心地の良さだ。俳優の故渥美清氏が大の

ケニアファンだったことは、よく知られ

ているし、学生時代に或いは青年海外協

力隊でアフリカを訪れてファンになり、

ビジネスを始めたり、現地の人と結婚す

る日本人も多い。 

男性は「田舎の優しいおっちゃん」、

女性は「包容力のある肝っ玉母さん」と

いうのが第一印象だ。現代日本の少なく

とも都会では、もうこの種、昔風の男女

は、レッドリストに載っていて生息数が

非常に限られているように思える。まし

て、都会のギスギスした世間で育ってし

まった若者が将来、こんな大人になれる

だろうか。難しいように感じる。しかし

そんな優しいアフリカの人々の歴史的苦

労は、大変なものだ。 

アフリカを語るとき、避けて通れない

のが「奴隷制度」の話題だ。誰もが知っ
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ている南北アメリカ大陸への奴隷は、主

として16世紀から18世紀の間に、西海岸 

（今日のナイジェリア周辺、今でも『奴

隷海岸』と呼ばれる）から送り出されて

18世紀には、「その１」でも触れたが世

に知られる「三角貿易」を構成した。つ

まり欧州からアフリカの植民地向けの酒

や武器を積んで出航した船は、西アフリ

カで黒人奴隷を積み込み、西インド諸島

（現在のキューバ、ドミニカ、ハイチ、

ジャマイカ等）のプランテーションに送

り込み、アメリカ大陸からプランテーシ

ョンの産物である綿や砂糖を欧州に持ち

帰ったという貿易構造である。西インド

諸島に送られた奴隷は、更にブラジル他

の南米にも送り込まれプランテーション

や鉱山労働に駆り出された。そこには、

当然ボリビアのポトシ銀山も含まれる。 

 その後、17世紀に入ってから米国南部

の綿花プランテーション向けに大量の奴

隷が輸出されることになる。もともとア

メリカ大陸には、我々と同じ蒙古斑を持

つ北米インディアンやインディオと呼ば

れる先住民が住んでいたこと、そしてマ

ヤ、アステカ、インカ等数多くの先住民

文明が花開いていたことは、よく知られ

ている。またコロンブス一行の米州大陸

到達後、16-17世紀にかけてスペイン人に

征服されて、欧州から到来した疫病や金

銀を漁る欧州からの来訪者による強制労

働の影響で先住民人口が急減したことも

よく知られている。この急減の要因の一

つが、我々アジア系の民族同様、決して

肉体的に強くなく、強制労働に耐えられ

なかったという点が指摘されている。労

働力不足を補うために体力強靭なアフリ

カからの奴隷輸入の需要が高まり新たな

悲劇が始まったということだ。もしアフ

リカの人たちが肉体的にひ弱だったら、

そんな運命が少し変わっていたかも知れ

ない。 

お恥ずかしい話ながら、アフリカに赴

任してみて、初めて知ったことが二点あ

る。まず、アフリカでは、15世紀以前か

ら、既に奴隷狩りが、存在していたこと

だ。当時、部族間の争いで捕虜になった

者たちがポルトガルなど欧州人に奴隷と

して売られていた事実があり、まさにア

フリカ人がアフリカ人を売買の対象にし

て金儲けしていた訳である。16世紀にな

り西海岸からアメリカ大陸に送られた奴

隷達も、白人から武器を与えられた王国

・部族が対立する王国・部族の人々を捕

らえ、白人商人に売り渡した商品であっ

た。 

3世紀の間に南北アメリカ大陸に奴隷と

して送り出された人数は、1,000万人以上

と言われているが、劣悪な環境の奴隷運

搬船内で、疫病で死ぬ者や海に捨てられ

た者、脱走を企てて殺された者等を含め

ると送り出された人数は、軽く2,000万人

を超えるという推計もあるらしい。 

もう一点、タンザニアに来る前は「多

くの奴隷がアメリカ大陸で苦しんだ」こ

とにばかり気がとられていたのだが（皆

さんもそうだと思う）、アフリカに住ん

で初めて実感できたことがある。それは

膨大な人口が、働き盛りの世代を中心に3
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世紀もの長きにわたりアメリカ大陸に送

り込まれたことが、如何にその後のアフ

リカ社会の発展への障害になったかとい

う問題だ。 

当時のアフリカでは、それなりに確立

された社会が存在し、上記のとおり王国

として栄えた地域もあった。多くの奴隷

を送り出した現在のナイジェリアでは、

「奴隷狩りの被害者」側部族と、「加害

者」側部族の対立が激しく、今日でもこ

れが社会の不安定要因になっている。こ

の最初の加害者がベナン王国の中心とな

るヨルバ人で、彼らは、キリスト教徒の

イボ人を対象に奴隷狩りを行い白人商人

に売り渡した。その後、自分たち自身も

奴隷狩りの被害者となるのだが、同様の

奴隷狩りで栄えた王国・部族は、現在の

ガーナやベナンにも存在した。18世紀に

は、西海岸での奴隷調達が人口減少で、

間に合わず、ポルトガルの奴隷商人たち

は東海岸（現在のモザンビーク）にまで

奴隷狩りの手を伸ばした。 

奴隷貿易の話に戻ると、当時のサハラ

以南のアフリカの推計人口は、政策研究

院大学大学院の林玲子教授のデータ

http://www.linz.jp/worldpop/jp07/ によると

西暦1600年で7,880万人、1,700年で7,700万

人と減少している。これは、間違いなく

奴隷狩りの影響と考えらえる。 

奴隷狩りは、モザンビーク以外の東ア

フリカ、すなわちタンザニア周辺にも存

在した。アラビア半島東岸のオマーン首

長国は、18-19世紀にアラビア半島から東

アフリカ一帯を支配する帝国を築き上げ

たが、その中心が今タンザニア連邦のひ

とつであるザンジバルであった。当時、

フランスが植民地で奴隷を必要としてい

た為、イスラム系商人たちは、非ムスリ

ムの黒人を対象に奴隷狩りを行い19世紀

後半まで続いた様だ。 

余談になるが、黒人初のメジャーリー

ガーとして有名なジャッキー・ロビンソ

ン氏の祖父は、奴隷貿易が姿を消す直前

に、現在のタンザニア南部から米国に送

り込まれたことが知られている。いま、

同氏のご子息たちが曾祖父の故郷で教育

支援や産業開発など多大の社会活動をさ

れている。同氏が入団したのは、当時ま

だ東海岸にあったブルックリン・ドジャ

ース（現在のロサンジェルス・ドジャー

ス）である。 

幸い、タンザニアでは部族対立は存在

しないので、この話題は、深堀りしない

が、西海岸を中心に多くのアフリカ諸国

では、奴隷狩りの歴史が国内の民族・部

族対立や内戦の原因となっていることを

頭の隅に留めて頂きたい。もう一つ付け

加えるなら、同じアフリカ人同士で奴隷

売買の歴史的構図を作ることに加担した

ことの自責・後悔、或いは、被害者にも

なった民族の怨嗟が入り混じった複雑な

感情が彼らを支配しているようで、これ

は、我々には理解しきれないであろう。

「アフリカを知る」ことは「中南米を知

る」ことと同様或いはそれ以上に細かい

気配りが必要な作業と言える。 

そんな共通感情もあってかアフリカの

人たちの連帯は、強い。2018年6月に開催

http://www.linz.jp/worldpop/jp07/
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されたサッカーW杯ロシア大会での日本vs.

セネガルの試合で私は、大画面TVのある

レストランでビールを飲みながら、青年

海外協力隊員たちと日本を応援したのだ

が、ほかの客は全員セネガルを応援し、

圧倒的にアウェー感覚だった。２対２で

引き分けた翌日、セネガル人でもないの

に、職場の同僚が「日本の２点目は、俺

たちのゴールキーパーのミスのお陰だっ

た。」と悔しがっていた。同大会の優勝

国は、フランスだったが、優勝した翌日

のタンザニアの一部新聞の見出しは、 

「アフリカの勝利！」だった。フランス

代表選手の殆どが、いまやレアルマドリ

ードの中心選手であるスーパースター、

キリアン・エムバぺを始め、アフリカ系

だったことは、言うまでもない。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ボリビア開拓記外伝 

―コロニアオキナワ 疫病・災

害・差別を生き抜いた人々―９ 

日本ボリビア協会相談役 

渡邉 英樹 

第三部 ジャングル開拓最前線 

混迷
こんめい

する日本人
にほんじん

移住地
いじゅうち

 

日生連
にっせいれん

事件
じけ ん

 

 ところで、私
わたし

がボリビアに派遣
はけん

された

のはある密命
みつめい

を受
う

けてのことであった。 

それは「サンフアン旧
きゅう

債
さい

」と称
しょう

された

不良
ふりょう

債権
さいけん

の回収
かいしゅう

を図
はか

るというものであっ

た。 

 １９６０代
だい

に入
はい

る頃
ころ

には、長崎
ながさき

県
けん

出身者
しゅっしんしゃ

が多数
たすう

を占
し

めるサンフアン移住地
いじゅうち

の全
すべ

ての農家
のうか

が米
こめ

の生産
せいさん

で生計
せいけい

を立
た

てて

いた。まだ機械化
き か い か

耕地
こうち

はなく、原生林
げんせいりん

や

再生林
さいせいりん

に火
ひ

を放
はな

ち山焼
やまや

きをして、木株
きかぶ

の

間
あいだ

に、陸稲
りくとう

の種
たね

を落
お

として埋
う

め込
こ

んでい

き、収穫
しゅうかく

は穂先
ほさき

だけを摘
つ

んで行
い

く焼
や

き畑
はた

農法
のうほう

であった。この米作
べいさく

が移住者
いじゅうしゃ

の生活
せいかつ

をかろうじて支
ささ

えていた。 

 その生産
せいさん

米
まい

の販売
はんばい

効率
こうりつ

を高
たか

めることを

目指
め ざ

して、収穫
しゅうかく

直後
ちょくご

の米価
べいか

の安
やす

い時
とき

の

出荷
しゅっか

を避
さ

けて高値
たかね

の販売
はんばい

を図
はか

るためサン

フアン農協
のうきょう

は、日本
にほん

海外
かいがい

移住
いじゅう

振興
しんこう

株式会社
かぶしきかいしゃ

（全額
ぜんがく

政府
せいふ

出資
しゅっし

）から６万
まん

３千
せん
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㌦の融資
ゆうし

を受
う

けて精米機
せいまいき

と乾燥機
かんそうき

を設置
せっち

した。 

 同様
どうよう

に、コロニアオキナワも１戸当
こ あ

た

り１０㌶の米
こめ

を栽培
さいばい

しており米作
べいさく

が主幹
しゅかん

作物
さくもつ

となっていた。そこから、精米機
せいまいき

と

乾燥機
かんそうき

の有効
ゆうこう

利用
りよう

を図
はか

るという構想
こうそう

が持
も

ち上
あ

がり、サンフアンとオキナワ両
りょう

移住地
いじゅうち

が協 力
きょうりょく

連携
れんけい

して、日本
にほん

人
じん

の生産
せいさん

米
まい

の知名度
ち め い ど

の向上
こうじょう

と確固
かっこ

たる市
し

場
じょう

の

占有
せんゆう

を図
はか

る目的
もくてき

で、１９６３年
ねん

１１月
がつ

に

「日生連
にっせいれん

（日本
にほん

人
じん

移住地
いじゅうち

生産
せいさん

物
ぶつ

販売
はんばい

連合会
れんごうかい

）」が設立
せつりつ

された。 

 

 

写真3－1 3－2 原生林に火を放ち、焼き畑を作る

コロニア・オキナワの農業（1969年筆者撮影） 

 ところが、これは構想
こうそう

だけは立派
りっぱ

であ

ったが計画
けいかく

は極
きわ

めてずさんで甘
あま

いもので

あった。肝心
かんじん

の乾燥機
かんそうき

の処理
しょり

能力
のうりょく

が増産
ぞうさん

され続
つづ

ける生産
せいさん

米
まい

の半分
はんぶん

にも対応
たいおう

できな

かったのである。しかも、日生連
にっせいれん

の担当
たんとう

者
しゃ

は、処理
しょり

能力
のうりょく

の遅
おく

れへの不満
ふまん

と圧力
あつりょく

に抗
こう

しきれずに、十分
じゅうぶん

な乾燥
かんそう

をせずに

出荷
しゅっか

してしまうという致命的
ちめいてき

な過
あやま

ちを犯
おか

してしまった。 

 これが災
わざわ

いして、日本
にほん

人
じん

の生産
せいさん

米
まい

は、

劣等米
れっとうまい

と評価
ひょうか

されるようになって、販売
はんばい

価格
かかく

は下落
げらく

の一途
いっと

をたどった。さらには

精米
せいまい

と乾燥
かんそう

が間
ま

に合
あ

わないことを見越
み こ

し

た農家
のうか

が組合
くみあい

と日生連
にっせいれん

を通
とお

さずに、外部
がいぶ

の精米
せいまい

所
じょ

を利用
りよう

して、抜
ぬ

け売
う

りせざるを

得
え

ない事態
じたい

となり、日生連
にっせいれん

は発足
ほっそく

後
ご

、わ

ずか１０カ月
かげつ

で崩壊
ほうかい

した。 

 悪
わる

いことは、なお続
つづ

く。この渦中
かちゅう

で、

サンフアン農協
のうきょう

の雇員
こいん

による金銭
きんせん

横領
おうりょう

事件
じけん

が起
お

こった。その責任
せきにん

と日生連
にっせいれん

の

責任
せきにん

問題
もんだい

を巡
めぐ

って、移住者
いじゅうしゃ

間
かん

の対立
たいりつ

が

激化
げきか

した。コロニアサンフアンにおける

その確執
かくしつ

はすさまじく、半数
はんすう

以上
いじょう

の役員
やくいん

経験
けいけん

者
しゃ

とその家族
かぞく

が帰国
きこく

したばかりでな

く、その役員
やくいん

と対立
たいりつ

したほとんどの人々
ひとびと

も移住地
いじゅうち

の将来
しょうらい

に失望
しつぼう

して帰国
きこく

するか、



ASOCIACIÓN NIPPON-BOLIVIA 
 

12 

 

よそへ転住
てんじゅう

するという事態
じたい

になった。 

 移住者
いじゅうしゃ

同士
どうし

間
かん

、組合
くみあい

と移住者
いじゅうしゃ

間
かん

、さら

には組合
くみあい

の人
じん

事
じ

に介入
かいにゅう

した事業団
じぎょうだん

の

所長
しょちょう

の不手際
ふ て ぎ わ

もあり、移住地
いじゅうち

と事業団
じぎょうだん

の

間
あいだ

の三
み

つどもえの相互
そうご

不振
ふしん

は極限
きょくげん

に達
たっ

した。 

 日本
にほん

人
じん

は天災
てんさい

に対
たい

しては、自然
しぜん

災害
さいがい

大国
たいこく

の長
なが

い歴史
れきし

の中
なか

で「どうしようもな

い」という諦観
てい かん

境地
きょうち

の中
なか

から再建
さいけん

、再
さい

出発
しゅっぱつ

に向
む

けてのＤＮＡを持
も

っているが、

人
じん

災
さい

は、人
ひと

の心
こころ

を重
おも

くし、怒
いか

りと失望
しつぼう

感
かん

が心
こころ

を折
お

れさせる。 

 この頃
ころ

から移住地
いじゅうち

を去
さ

って転住
てんじゅう

する人
ひと

が増加
ぞうか

した。新たな出発
しゅっぱつ

のためには、１

９６４年
ねん

１１月
がつ

末
まつ

までのサンフアン農協
のうきょう

の債務
さいむ

を各
かく

組合
くみあい

員
いん

に均等
きんとう

に分
わ

け、旧
きゅう

勘定
かんじょう

として棚上
たなあ

げして、新
しん

勘定
かんじょう

をもっ

て組合
くみあい

の再建
さいけん

を図
はか

るということ以外
いがい

に

方法
ほうほう

がなかった。 

 これが「サンフアン旧
きゅう

債
さい

」といわれる

ものである。 

   

延滞
えんたい

債権
さいけん

回収
かいしゅう

の密命
みつめい

 

 こんな因縁
いんねん

のある債務
さいむ

を返済
へんさい

する意欲
いよく

が、各
かく

農家
のうか

に湧
わ

いてくるはずもない。

事業団
じぎょうだん

も「移住地
いじゅうち

が豊
ゆた

かになってからで

よい」とことさらに回収
かいしゅう

を急
いそ

ごうとしな

かった。ところが、実
じつ

に厄介
やっかい

な問題
もんだい

が生
しょう

じてきた。 

 ボリビアばかりでなく、ブラジル、ア

ルゼンチン、パラグアイ、そしてドミニ

カと、どこの国
くに

の日本
にほん

人
じん

移住地
いじゅうち

において

も戦後
せんご

の混乱
こんらん

期
き

の「棄民
きみん

」とも非難
ひなん

され

た移住
いじゅう

政策
せいさく

によってインフラ未
み

整備
せいび

の

土地
と ち

に入 植
にゅうしょく

した移住者
いじゅうしゃ

は悪戦苦闘
あくせんくとう

を強
し

いられていた。 

 当然
とうぜん

の結果
けっか

として、事業団
じぎょうだん

の貸付金
かしつけきん

の

回収
かいしゅう

は、惨憺
さん たん

たる結果
けっか

であった。この

遅々
ち ち

として進
すす

まない債権
さいけん

回収
かいしゅう

に業
ごう

を煮
に

や

したのが、時
とき

の大蔵省
おおくらしょう

であった。まだま

だ、日本
にほん

の国力
こくりょく

が十分
じゅうぶん

とはいえない

時代
じだい

に、国民
こくみん

の血
ち

税
ぜい

を使
つか

っての貸付金
かしつけきん

を

回収
かいしゅう

せずに、貸付
かしつけ

予算
よさん

だけを増
ふ

やすとい

うことができなくなったのである。 

 一方
いっぽう

、各
かく

移住地
いじゅうち

からは、瀕死
ひん  し

の状態
じょうたい

を

救
すく

ってほしいという「カンフル注射
ちゅうしゃ

」的
てき

な融資
ゆうし

が切望
せつぼう

されていた。しかし、

大蔵省
おおくらしょう

は「回収
かいしゅう

実績
じっせき

＋Ｘ円
えん

」として、

回収
かいしゅう

実績
じっせき

がゼロであれば、Ｘ円
えん

しか貸
か

し

付
つ

けすることができないという「純増
じゅんぞう

計画
けいかく

」という足
あし

かせを課
か

してきたのであ

る。この足
あし

かせで、一番
いちばん

困
こま

るのは、「サ
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ンフアン旧
きゅう

債
さい

」と名前
なまえ

まで付
つ

けられて

棚上
たなあ

げ状態
じょうたい

の債務
さいむ

を抱
かか

えたコロニアサン

フアンであった。 

 この硬直化
こうちょくか

した債権
さいけん

債務
さいむ

の関係
かんけい

を

流動化
りゅうどうか

させて、回収
かいしゅう

を増
ふ

やし、それと併
あわ

せて資金
しきん

供 給
きょうきゅう

も増
ふ

やして、各
かく

農家
のうか

の

自立
じりつ

と拡大
かくだい

を図
はか

ってやらないことにはサ

ンフアン移住地
いじゅうち

の発展
はってん

は望
のぞ

めなくなる。

「それをどうにかしろ」というとんでも

ない命令
めいれい

であった。しかし、それを表立
おもてだ

ってやると移住地
いじゅうち

全体
ぜんたい

の反発
はんぱつ

をかって

終始
しゅうし

がつかなくなるという。 

 日本
にほん

を出発
しゅっぱつ

するに当
あ

たっては、白石
しらいし

健次
けんじ

業務
ぎょうむ

部長
ぶちょう

に、内々
うちうち

に呼
よ

ばれて「密
ひそ

か

に、しかし筋
すじ

を通
とお

してやれ」と叱咤激励
しったげきれい

された。 

しかし、どうやって回収
かいしゅう

を図
はか

るか。ほ

とんどの農家
のうか

は、まだまだ生活
せいかつ

するのが

やっとの状態
じょうたい

であった。その上
うえ

に道路
どうろ

事情
じじょう

も悪
わる

く農産物
のうさんぶつ

の出荷
しゅっか

さえも、ままな

らない状態
じょうたい

にたびたび見舞
み ま

われた。サン

フアン移住地
いじゅうち

の幹線
かんせん

道路
どうろ

は３６㌔である

が、長雨
ながあめ

によってドロドロになる。そこ

を農産物
のうさんぶつ

出荷
しゅっか

のためにトラックやトラク

ターが運行
うんこう

するので深い轍
わだち

ができてしま

う。 

 そして、厄介
やっかい

だったのは、コロニアサ

ンフアンだけでは道路
どうろ

管理
かんり

ができなかっ

たことである。奥地
おくち

に入った伐採
ばっさい

業
ぎょう

者
しゃ

が

重
おも

い木材
もくざい

を積んで、強引
ごういん

に通
とお

るからであ

る。通行
つうこう

止
ど

めにしていた場所
ばしょ

を銃
じゅう

を突
つ

き

つけて通
とお

るなどということが横行
おうこう

した。 

 陸稲
りくとう

に代
か

わって基幹作目
きかんさくもく

に育
そだ

ちつつあ

った養鶏
ようけい

も、ズタズタにされた道路
どうろ

に

鶏卵
けいらん

の出荷
しゅっか

を阻
はば

まれて、卵
たまご

を腐
くさ

らせてし

まうなどということが度々
たびたび

起
お

きた。 

 ムシロ旗
はた

を立
た

てた移住地
いじゅうち

からの陳情団
ちんじょうだん

が、領事
りょうじ

事務所
じ む し ょ

と事業団
じぎょうだん

支部
し ぶ

を取
と

り囲
かこ

ん

だこともあった。陳情
ちんじょう

の中
なか

には戦後
せんご

の

日本
にほん

のおかれていた経済
けいざい

・社会
しゃかい

情勢
じょうせい

とは

いえ、十分
じゅうぶん

なインフラ整備
せいび

も行
おこな

わずに

移住
いじゅう

を推進
すいしん

した旧
きゅう

日本
にほん

海外
かいがい

協会
きょうかい

連合会
れんごうかい

と、それを監督
かんとく

する外務省
がいむしょう

・日本
にほん

政府
せいふ

へ

の非難
ひなん

と責任
せきにん

追及
ついきゅう

の意味
い み

も込
こ

められてい

た。 

 

写真3－3 サンファン移住地共励区の道路（1971年サン

ファン事業所撮影） 
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 「早急
そうきゅう

な解決
かいけつ

策
さく

などはない」というこ

とは誰
だれ

にでも分
わ

かっていても、どうにも

ならないいら立
た

ちを受
う

けて、コロニアの

各
かく

地区
ち く

の代表
だいひょう

は抗議
こうぎ

に来
こ

ざるを得
え

ないの

であった。 

 かつて白石
しらいし

健次
けんじ

支部
し ぶ

長
ちょう

がサンフアン

移住地
いじゅうち

の悪路
あくろ

の現場
げんば

にガソリンをまいて

火
ひ

を放
はな

ったことがあった。それを見
み

て、

したり顔
がお

に「そんなことをしても無駄
む だ

」

と言
い

い放
はな

った職員
しょくいん

を烈火
れっか

の如
ごと

く怒
おこ

ったと

いう。そんなことが無駄
む だ

なことは農業
のうぎょう

土木
どぼく

が専門
せんもん

の白石
しらいし

さんが一番
いちばん

分
わ

かってい

たことであった。誰
だれ

もが、充満
じゅうまん

した不満
ふまん

のガス抜
ぬ

きを必要
ひつよう

としていた。  

 こんな時
とき

に何
なに

もせずに逃
に

げたら終
お

わり

である。誰
だれ

からも信用
しんよう

されなくなる。 

一緒
いっしょ

に悩
なや

んで一緒
いっしょ

に知恵
ち え

を絞
しぼ

り合
あ

い、と

にかく何
なに

か行動
こうどう

に移
うつ

すことが一番
いちばん

大切
たいせつ

な

のであった。 

私
わたし

にもこんな経験
けいけん

がある。やはり支部
し ぶ

で２０人
にん

くらいのサンフアンからの陳情
ちんじょう

の方々
かたがた

と応対
おうたい

した時
とき

である。何
なに

ができる

かほんとうに困
こま

り果
は

てた。陳情
ちんじょう

に来
き

た人
ひと

を空身
からみ

で帰
かえ

してはならない。帰
かえ

って村民
そんみん

に説明
せつめい

ができないからである。  

 そして、苦
く

肉
にく

の策
さく

として思
おも

いついたの

が、ボリビア空
くう

軍
ぐん

に、鶏卵
けいらん

搬出
はんしゅつ

のために

ヘリコプターの出動
しゅつどう

を依頼
いらい

するというこ

とであった。元
もと

空
くう

軍
ぐん

パイロットであった

職員
しょくいん

のオスナ氏
し

を呼
よ

んで、皆
みな

さんの前
まえ

で

空
くう

軍
ぐん

に電話
でんわ

をしてもらった。 

 その答えは「バカヤロー、この空
くう

軍
ぐん

に

何台
なんだい

ヘリコプターがあると思
おも

っているの

か。たった２台
だい

しかないものをそんなと

ころへ出動
しゅつどう

させられるか」というもので

あった。 

 それを聞
き

いた陳情団
ちんじょうだん

の皆
みな

さんの方
ほう

が、

むしろホッとした顔
かお

になって帰
かえ

っていか

れた。 

 

頂 上
ちょうじょう

作戦
さくせん

 

 そんな状 況
じょうきょう

の中
なか

で債権
さいけん

回収
かいしゅう

を図
はか

ると

いうのは本当
ほんとう

に難題
なんだい

であった。苦慮
くりょ

の

結果
けっか

、内々
うちうち

に「頂 上
ちょうじょう

作戦
さくせん

」と名付
な づ

けた

回収
かいしゅう

方針
ほうしん

を実行
じっこう

することにした。 

 明
あき

らかに資金
しきん

力
りょく

のある人
ひと

には強
つよ

く返済
へんさい

を迫
せま

り、そうでない人
ひと

には、少額
しょうがく

ずつで

もよいから返済
へんさい

してもらうように説得
せっとく

し

て回
まわ

るということである。有力
ゆうりょく

者
しゃ

たちか

らの強引
ごういん

な回収
かいしゅう

を図
はか

るため、コロニアの

中
なか

の宿舎
しゅくしゃ

に住
す

んで家族
かぞく

生活
せいかつ

をしているサ

ンフアン事業
じぎょう

所
しょ

の職員
しょくいん

にそれを任
まか

せる訳
わけ
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にはいかない。発案
はつあん

者
しゃ

の私
わたし

自身
じしん

がこの役
やく

に当
あ

たらざるを得
え

なかった。強烈
きょうれつ

な反発
はんぱつ

にあったことは言
い

うまでもない。 

 サンフアン組合
くみあい

の総会
そうかい

に出席
しゅっせき

した時
とき

に

は朝
あさ

から晩
ばん

まで一日
いちにち

中
じゅう

、つるし上
あ

げにあ

った。しかし、不思議
ふ し ぎ

なほど冷静
れいせい

に対応
たいおう

できた。それは「国
くに

の失政
しっせい

がなかった」

とは言
い

えなかったし、もし立場
たちば

が逆
ぎゃく

であ

ったら、私
わたし

なら、もっとひどいことを言
い

っているに違
ちが

いないと思
おも

えたからであっ

た。 

 ただ、それだけにはとどまらず、私
わたし

に

対
たい

する誹謗中傷
ひぼうちゅうしょう

は東京
とうきょう

本部
ほんぶ

にまで及
およ

ん

だ。ところが「芸
げい

は身
み

を助
たす

ける」という

ことが起
お

きたのである。私
わたし

は、少
しょう

年
ねん

相撲
すもう

の横綱
よこづな

を張
は

っていて、小
しょう

学校
がっこう

の昼休
ひるやす

み時間
じかん

の間
あいだ

、勝
か

ち抜
ぬ

き戦
せん

を一度
いちど

も負
ま

けず

に午後
ご ご

の始業
しぎょう

ベルを聞
き

いたこともあり、

高校
こうこう

時代
じだい

はダンベルとリヤカーのチュー

ブで筋
きん

肉
にく

トレーニングをして、毎日
まいにち

６千
せん

㍍をクロールで泳
およ

いでいたので、体力
たいりょく

に

は自信
じしん

があった。 

 当時
とうじ

、サンフアン祭
まつり

の一番
いちばん

の人気
にんき

は

相撲
すもう

大会
たいかい

で、大
おお

相撲
ずもう

の元幕下力士
もとまくしたりきし

であっ

た鎌田
かまた

司
つかさ

さんの指導
しどう

で高
たか

く盛
も

り上
あ

げた

本格
ほんかく

的
てき

土俵
どひょう

が作
つく

られ、勝負
しょうぶ

を見
み

ようとす

るたくさんの見物客
けんぶつきゃく

で周
まわ

りは埋
う

め尽
つ

くさ

れた。 私
わたし

も飛
と

び入
い

りで参加
さんか

して、ことご

とく対戦
たいせん

相手
あいて

を負
ま

かして、最後
さいご

はサンフ

アン横綱
よこづな

との対戦
たいせん

になって、その方
かた

をも

破
やぶ

ってしまった。 

 すると観衆
かんしゅう

の目
め

が、いっせいに鎌田
かまた

さ

んに注
そそ

がれて、事業団
じぎょうだん

の若造
わかぞう

を破
やぶ

って

雪辱
せつじょく

を果
は

たしてくれと促
うなが

しているのだ

った。 

 この時
とき

、５０歳
さい

近
ちか

かった鎌田
かまた

さんはと

っくにサンフアン横綱
よこづな

を返上
へんじょう

して引退
いんたい

し

ていたが、土俵
どひょう

に上
あ

がらざるを得
え

ない

雰囲気
ふ ん い き

に押
お

されて出
で

て来
こ

られた。相撲
すもう

は

やったものなら分
わ

かるが、組
く

んだ瞬間
しゅんかん

に

相手
あいて

の実力
じつりょく

は肌
はだ

で感
かん

じる。私
わたし

はとっさ

に「この人
ひと

の名誉
めいよ

を汚
よご

してはいけない」

と判断
はんだん

して持久
じきゅう

戦法
せんぽう

に持
も

ち込
こ

んだ。そし

て水入
みずい

り。再
ふたた

びの対戦
たいせん

も水入
みずい

りとなり、

鎌田
かまた

さんの息
いき

の上
あ

がりを見
み

た行司
ぎょうじ

が引
ひ

き

分
わ

けとして勝負
しょうぶ

を終
お

わらせた。 

 恐
おそ

らく鎌田
かまた

さんは私
わたし

の気持
き も

ちを察
さっ

して

くれたのだと思
おも

う。土木
どぼく

工事
こうじ

班長
はんちょう

のブル

池
いけ

こと池田
いけだ

篤雄
あつお

さんが「鎌田
かまた

のオヤジが

『ワタナベにはケンカを売
う

るな』と言
い

い

回
まわ

っている」という情報
じょうほう

をもたらしてく

れた。アンチ事業団
じぎょうだん

のボス的
てき

存在
そんざい

の鎌田
かまた
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さんであったから「ありがたい」と思
おも

っ

たことは言
い

うまでもない。 

 ところが、「好事魔多
こうじまおお

し」 というか、

まったく予
よ

期
き

しない事態
じたい

が起
お

きた。先
さき

に

サンフアン農協
のうきょう

の総会
そうかい

においてつるし上
あ

げにあったと言
い

ったが、それは、厳
きび

しい

取
と

り立
た

てをする私
わたし

個人
こじん

に対
たい

する攻撃
こうげき

もさ

ることながら、むしろ、それを口実
こうじつ

とし

て、日本
にほん

政府
せいふ

の移住
いじゅう

行政
ぎょうせい

に対
たい

する不満
ふまん

の

方
ほう

が圧倒的
あっとうてき

に多
おお

かったのである。日本
にほん

に

居
い

たときに海外
かいがい

協会
きょうかい

の県
けん

事務所
じ む し ょ

の職員
しょくいん

から受
う

けた説明
せつめい

と、ボリビアに来
き

て実際
じっさい

に見
み

た現実
げんじつ

とのあまりにも大
おお

きいギャッ

プに打
う

ちのめされたその痛手
いたで

から、ほと

んどの人
ひと

が立
た

ち直
なお

っていなかったのであ

る。 

 簡単
かんたん

に言
い

ってしまえば「行政
ぎょうせい

にだまさ

れた」という行
い

き場
ば

のない 憤
いきどお

りをみん

なが心
こころ

のどこかに抱
かか

えていた。そのため

に、総会
そうかい

の議長
ぎちょう

も本来
ほんらい

の組合
くみあい

の懸案
けんあん

事項
じこう

の議事
ぎ じ

を進
すす

めようとしても、その不満
ふまん

の

発露
はつろ

を封
ふう

じ込
こ

めることができなかった。

不満
ふまん

をぶつける相手
あいて

は東京
とうきょう

から来
き

た派遣
はけん

職員
しょくいん

となる。 

 まさにボクシングのサンドバッグさな

がらに朝
あさ

から晩
ばん

まで一日
いちにち

中
じゅう

攻撃
こうげき

ならぬ

口撃
こうげき

にさらされるのである。来賓
らいひん

とは名
な

ばかりで、私
わたし

が出席
しゅっせき

した時
とき

にも、激高
げっこう

のあまり、マチェッテ（蛮刀）を天井
てんじょう

に

向
む

けて突
つ

き上
あ

げる人
ひと

もいた。 

  ある日
ひ

、支部
し ぶ

長
ちょう

と私
わたし

が、サンフアン

移住地
いじゅうち

の視察
しさつ

に赴
おもむ

き組合
くみあい

事務所
じ む し ょ

にあいさ

つして辞
じ

そうとした時
とき

に事件
じけん

が起
お

きた。

支部
し ぶ

の職員
しょくいん

の運転
うんてん

で支部
し ぶ

長
ちょう

と私
わたし

は後部
こうぶ

座席
ざせき

に向
む

かった。すると、宮原
みやはら

定
さだむ

組合
くみあい

長
ちょう

と田島
たじま

支配
しはい

人
にん

が、私
わたし

の乗
の

る方
ほう

のドア

側
がわ

に回
まわ

ってきて「お疲
つか

れさまでした」と

頭
あたま

を下
さ

げたのである。 

 これは 、つるし上
あ

げを恐
おそ

れて、支部
し ぶ

長
ちょう

になってから一度
いちど

も組合
くみあい

総会
そうかい

に顔
かお

を出
だ

さ

なかったＵ支部
し ぶ

長
ちょう

に対
たい

する痛烈
つうれつ

な抗議
こうぎ

の

意思
い し

表示
ひょうじ

であった。元
もと

陸
りく

軍
ぐん

飛行機
ひ こ う き

学校
がっこう

の

校長
こうちょう

を務
つと

めたこともあるというＵ支部
し ぶ

長
ちょう

の顔
かお

色
いろ

がみるみる変
か

わったのは言
い

うま

でもない。なにを誤解
ごかい

したか「ワタナベ

は、融資
ゆうし

の責任
せきにん

者
しゃ

だから支部
し ぶ

長
ちょう

より権限
けんげん

がある」と公然
こうぜん

と言
い

い出
だ

して、私
わたし

にその

職
しょく

を解
と

き、事業
じぎょう

所
しょ

への転勤
てんきん

を命
めい

ずる旨
むね

の

内示
ないじ

を発表
はっぴょう

した。 

 本部
ほんぶ

の正式
せいしき

認可
にんか

がくれば、すぐにでも

転勤
てんきん

するつもりで妻
つま

と引
ひ

っ越
こ

しの支度
したく

を

していると総務
そうむ

の担当
たんとう

者
しゃ

が走
はし

り込
こ

んでき
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て、Ｕ支部
し ぶ

長
ちょう

に帰国
きこく

命令
めいれい

が出
で

て、内示
ないじ

も

取
と

り消
け

されたという。 

 新
あらた

たに赴任
ふにん

してきた末永
すえなが

昌介
しょうすけ

支部
し ぶ

長
ちょう

は今
いま

まで通
どお

りで良
よ

いという。私
わたし

は何
なに

もし

てない。誰
だれ

がどう動
うご

いたのか全く見当
けんとう

が

つかない不可解
ふ か か い

な出来事
で き ご と

であった。 

 その後
ご

の頂 上
ちょうじょう

作戦
さくせん

は、激
はげ

しい抵抗
ていこう

も

なく順 調
じゅんちょう

に進
すす

んだ。事業団
じぎょうだん

に入
はい

った

直後
ちょくご

の宴会
えんかい

で、上司
じょうし

の陸
りく

軍
ぐん

士官
しかん

学校
がっこう

出身
しゅっしん

の永田
ながた

良三
りょうぞう

さん（後
のち

の細川
ほそかわ

護熙
もりひろ

総理
そうり

の事務
じ む

所長
しょちょう

）に、「君
きみ

は頭
あたま

でなく

体
からだ

で採
と

ったんだ」とからかわれたが、そ

れを、自
みずか

らが、証明
しょうめい

するかっこうにな

ってしまった。 

 それはともかく、私
わたし

のしたことはほん

のわずかである。ほとんど全
すべ

ての債務
さいむ

の

返済
へんさい

を図
はか

り、資金
しきん

の回転
かいてん

の流
なが

れをつくっ

たのはサンフアン事業
じぎょう

所
しょ

で融資
ゆうし

を担当
たんとう

し

ていた坂口
さかぐち

清
きよし

さんと小林
こばやし

正人
まさと

さんの誠実
せいじつ

な、たゆまぬ努力
どりょく

のたまものであった。

「旧
きゅう

債
さい

を返済
へんさい

しなければ、新規
しんき

の融資
ゆうし

が

受
う

けられなくなる」という理解
りかい

が移住地
いじゅうち

の皆
みな

さんに浸透
しんとう

していった。 

 ちなみに、マッさんこと小林
こばやし

正人
まさと

さん

は長野
ながの

県
けん

立野沢北
りつのざわきた

高等
こうとう

学校
がっこう

の私
わたし

の一
いち

年
ねん

先輩
せんぱい

である。マッさんが応援
おうえん

団長
だんちょう

、私
わたし

は学校
がっこう

名物
めいぶつ

のバンカラ運動
うんどう

会
かい

の全
すべ

てを

仕切
し き

る運動
うんどう

部長
ぶちょう

という間柄
あいだがら

で、真冬
まふゆ

でも

素
す

足
あし

に高
たか

下駄
げ た

、腰
こし

に手拭
てぬぐ

いを垂
た

らしたマ

ッさんを自転車
じてんしゃ

の後
うし

ろに乗
の

せたことが

何度
なんど

かあった。 

 マッさんは先輩
せんぱい

風
かぜ

を吹
ふ

かすことなく、

私
わたし

のために身
み

を粉
こな

にして協 力
きょうりょく

してくれ

た。感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちは今
いま

も薄
うす

れることはな

い。ブラジリアに駐在
ちゅうざい

していた時
とき

に胃癌
いがん

を発症
はっしょう

して亡
な

くなられたのが残念
ざんねん

でなら

ない。幼
おさな

い子供
こども

さんたちを残
のこ

しての４２

歳
さい

の旅立
たびだ

ちであった。 

 お二人
ふた り

の努力
どりょく

の結果
けっか

、１９６９年
ねん

の 

３千
ぜん

万
まん

円
えん

から１９７４年
ねん

には１億
おく

円
えん

へと

貸付
かしつけ

予算
よさん

を３倍強
ばいきょう

まで増
ふ

やすことができ

た。 

 この貸付金
かしつけきん

を利用
りよう

してコロニアサンフ

アンは、営農
えいのう

の多角化
た か く か

を目指
め ざ

した。豊富
ほうふ

な降雨量
こううりょう

を利用
りよう

して稲作
いなさく

も水田米
すいでんまい

を開始
かいし

し、穀物
こくもつ

、牧畜
ぼくちく

、養鶏
ようけい

、果樹
かじゅ

、野菜
やさい

をバ

ランス良
よ

く組
く

み合
あ

わせることによって

天候
てんこう

や景気
けいき

に左右
さゆう

されにくい営農
えいのう

形態
けいたい

へ

と変身
へんしん

させ、今
いま

や、安定
あんてい

した経済
けいざい

基盤
きばん

を

確立
かくりつ

するに至
いた

っている。 

 かつては、ここが人間
にんげん

が住
す

む場所
ばしょ

の行
い

き止
ど

まりと思
おも

っていたヤパカニ川
がわ

に橋
はし

が
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架
か

けられ、高地
こうち

の都
と

市
し

への道路
どうろ

が造成
ぞうせい

さ

れ、コチャバンバやラパスとの距離
きょり

が、

ぐっと縮
ちぢ

まってコロニアサンフアンの

農産物
のうさんぶつ

の販路
はんろ

拡大
かくだい

に貢献
こうけん

している。 

 

 

写真3－4 現在のサンファン移住地共励区付近の舗装道

路（2018年筆者撮影） 

 

スイカは「サンディア・ハポン」ポンカ

ンは「ナランハ・ハポネサ」と品名
ひんめい

の後
あと

に日本
にほん

と付
つ

くと高品質
こうひんしつ

を意味
い み

し、値段
ねだん

が

高
たか

くても売
う

れるようになっている。昔
むかし

を

知
し

っている者
もの

にとっては、現在
げんざい

のサンフ

アン移住地
いじゅうち

の姿
すがた

は理想郷
りそうきょう

と映
えい

じた。 

（つづく） 

 

注記
ちゅうき

：これまでの写真
しゃしん

および図
ず

は「コロニアオ

キナワ入 植
にゅうしょく

50 周
しゅう

年
ねん

記念
きねん

誌
し

」から引用
いんよう

。 

※本書
ほんしょ

は、日系２世
せい

の人
ひと

たちが読
よ

みやすいよう

に全漢字
ぜんかんじ

ルビをふっています。 

 

 
琉球新報社のご厚意で転

載させていただきます。 

ご関心を持たれた方は下

記琉球新報社URLをご覧

ください。

https://store.ryukyushimpo.jp 

 

 

★スペイン語版が発刊されました☆ 

本誌で『ボリビア開拓記外伝』 (琉球新報社

1900 円+税)の小分けの連載（全漢字ルビ付

き）をしておりますが、そのスペイン語訳本

『BOLIVIA REGISTRO DE UNA HISTORIA 

PARALERA』が、明石書店(2500 円+税)より

出版されました。 
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